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ヒ
ュ
ー
マ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
研
究
所（
Ｈ
Ｒ
Ｉ
）が
２
０
０
７
年
か
ら

展
開
し
て
い
る
、「
科
学
技
術
と
自
律
社
会
」と
い
う
調
査
研
究
テ
ー
マ

の
ベ
ー
ス
に
は
、
オ
ム
ロ
ン
創
業
者
で
あ
る
立
石
一
真
に
よ
っ
て
１
９

７
０
年
に
提
唱
さ
れ
た「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
理
論
」の
存
在
が
あ
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｉ
Ｃ
理
論（S

eed-Innovation to N
eed-Im

petus C
yclic E

volution

）

と
は
、
社
会
と
技
術
、
科
学
の
関
係
を
円
環
的
な
共
進
化
モ
デ
ル
と
捉

え
、
未
来
社
会
を
展
望
す
る
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
に
よ

れ
ば
、
現
在
は
ち
ょ
う
ど
工
業
社
会
か
ら
ポ
ス
ト
工
業
社
会
へ
と
向
か

う
転
換
期
の
さ
な
か
に
あ
る
。

　
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
理
論
で
は
、
来
る
べ
き
ポ
ス
ト
工
業
社
会
の
像
を
、「
自

律
社
会
」と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
。
自
律
社
会
に
お
い
て
は
、
個
の

自
律
的
な
自
己
決
定
を
基
軸
に
、
創
発
的
な
社
会
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ

れ
、
個
の
多
様
な
価
値
の
創
発
に
よ
っ
て
、
自
律
的
に
社
会
が
進
化
し

て
い
く
―
―
そ
の
よ
う
な
社
会
像
を
提
起
し
て
い
る
。

　
２
０
０
７
年
の
調
査
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
冊
子『
科
学
技
術
と
自

律
社
会
』（
V
o
l
・
１
）で
は
、
ま
ず
大
前
提
と
な
る
問
題
と
し
て
、

「
科
学
技
術
」が
依
っ
て
立
つ
高
度
な
専
門
性
、
一
部
の
専
門
家
へ
の
知

識
の
集
中
と
い
う
近
代
的
な
体
制
が
、
そ
も
そ
も「
自
律
社
会
」と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
と
相
矛
盾
す
る
側
面
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
着
目

し
、
こ
の
問
題
を
ど
う
捉
え
て
い
く
べ
き
か
を
論
考
し
た
。
そ
こ
で

は
、
20
世
紀
初
頭
の
知
識
社
会
学
の
黎
明
期
か
ら
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
ら
の

知
識
経
済
論
、
知
識
社
会
論
な
ど
の
議
論
の
歴
史
を
辿
り
、
自
律
社
会

へ
の
移
行
に
は
、
科
学
技
術
の
体
制
そ
の
も
の
の
変
革
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
広
く

社
会
に
開
か
れ
た
科
学
技
術
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
科
学
的
知
識
の
あ
り
方
そ
の
も
の
も
、
従
来
の
専
門

分
野
内
部
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
依
存
し
て
創
出
さ
れ
蓄
積
さ
れ
る
も
の

か
ら
、
よ
り
多
元
的
な
価
値
、
社
会
的
な
価
値
に
依
存
し
て
創
出
さ
れ

る
も
の
へ
、
流
動
的
で
開
放
的
な
も
の
へ
と
変
容
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
学
際
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
産
学
官
連

は
じ
め
に

―
―
第
３
世
代
シ
ス
テ
ム
論
の
萌
芽
を
探
る
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携
に
よ
る
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
の

研
究
開
発
が
、
大
学
・
公
的
研
究
機
関
の
み
な
ら
ず
企
業
に
お
い
て
も

勢
い
を
増
し
つ
つ
あ
る
研
究
開
発
の
潮
流
が
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
今
回
、『
科
学
技
術
と
自
律
社
会 

V
o
l
・
２
』を
ま
と
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
前
回
の
未
来
論
や
理
念
モ
デ
ル
の
議
論
を
ベ
ー
ス
と

し
つ
つ
、「
現
在
」と「
現
実
」に
問
題
を
引
き
寄
せ
な
が
ら
、
議
論
を
深

め
る
こ
と
と
し
た
。
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
理
論
に
準
ず
れ
ば
、
現
在
、
す
で
に

我
々
は
、
工
業
社
会
か
ら
自
律
社
会
へ
の
橋
渡
し
の
時
代
で
あ
る「
最

適
化
社
会
」を
迎
え
て
い
る
。
最
適
化
社
会
で
は
、
工
業
社
会
の
科
学

技
術
文
明
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
の
脱
却
と
、
自
律
社
会
の
新
た
な
科
学

技
術
文
明
へ
の
シ
フ
ト
が
志
向
さ
れ
る
時
代
と
い
え
る
。
そ
こ
で
は
、

新
旧
の
人
々
の
価
値
、
社
会
の
価
値
、
科
学
技
術
の
価
値
の
変
化
が
相

互
に
摺
り
合
わ
さ
れ
、
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
創
造
の
方
法
論
へ

の
組
み
換
え
が
行
わ
れ
る
―
―
。
本
冊
子
で
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い

何
か
が
始
ま
ろ
う
と
す
る「
自
律
社
会
の
揺
籃
期
」と
し
て
の
情
況
を

探
っ
て
い
く
。

シ
ス
テ
ム
論
の
未
来
へ

　
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
理
論
構
築
の
一
つ
の
出
発
点
で
あ
り
、
か
つ
オ
ム
ロ
ン

の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
で
あ
る〈
セ
ン
シ
ン
グ
＆
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
〉の

諸
源
で
も
あ
る
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
理
論
1
と
シ
ス
テ
ム
論
の
進
化

の
流
れ
の
中
で
、
今
日
そ
の
技
術
思
想
と
社
会
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う

な
変
化
が
起
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
本
冊
子
で
は
、
い
く
つ
か
特
徴
的
な
兆
候
が
見
ら
れ
る
ト
ピ
ッ
ク
領

域
を
選
び
、
３
人
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
思
想
の
構
築
、
あ
る
い
は
社
会
シ
ス
テ
ム
そ
の

も
の
の
構
築
に
関
与
す
る
研
究
と
実
践
の
現
在
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
い
た
。
象
徴
的
な
ト
ピ
ッ
ク
の
側
か
ら
、
現
在
の
位
置
を
推
し
量
ろ

う
と
い
う
の
が
、
今
号
の
趣
旨
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
こ
こ
で

は
ま
ず
、
シ
ス
テ
ム
論
と
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い

て
簡
潔
に
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

　
シ
ス
テ
ム
論
は
、
第
１
世
代
の
古
典
的
シ
ス
テ
ム
論
↓
第
２
世
代
の

自
己
組
織
化
と
創
発
の
シ
ス
テ
ム
論
↓
第
３
世
代
の
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー

シ
ス（
自
己
創
出
）の
シ
ス
テ
ム
論
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
を
経
な
が
ら
、
進

化
を
遂
げ
て
き
た（
次
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。
　

　
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は
、
古
典
的
な
第
１
世
代
シ
ス
テ
ム
の
残
滓
を

残
し
た
シ
ス
テ
ム
論
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
第
２
世
代
、
第
３
世
代
の

シ
ス
テ
ム
論
に
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
い
え
ば
次
の
世
代
の
到
来
を
予

感
さ
せ
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
も
含
み
な
が
ら
、
幅
広
い
発
展
を
み
せ

た
と
い
え
る（
46
ペ
ー
ジ
・
コ
ラ
ム
参
照
）。

　
１
９
６
０
年
代
に
入
る
と
、
自
己
組
織
化
や
創
発
、
揺
ら
ぎ
と
い
っ
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１

サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は
、
１
９
４
４
年
か
ら
１
９
５
３
年
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
一
連
の
会
議（
メ
ー
シ
ー
会
議
と
し
て
知
ら
れ
る
）を
通
じ
て
、

ノ
ー
バ
ー
ト
・
ウ
イ
ー
ナ
ー
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
、
グ
レ
ゴ

リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
ー
ド
、
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ン
＝

ノ
イ
マ
ン
ら
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
の
多
分
野
に
わ
た
る
学
者
た
ち
に
よ
っ
て

擁
立
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
一
般
的
な
定
義
と
し
て
は
、「
動
物
と
機
械

に
よ
る
、
通
信
、
制
御
、
情
報
処
理
の
総
合
科
学
」と
い
っ
た
理
解
が
浸

透
し
て
い
る
。
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
で「
舵
取
り
人
」を

意
味
す
る
。

２

河
本
英
夫『
シ
ス
テ
ム
の
思
想
／
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
・
プ
ラ
ス
』（
東

京
書
籍
、
２
０
０
２
）第
１
章
参
照
。

た
概
念
が
登
場
し
、
シ
ス
テ
ム
論
は
第
２
世
代
へ
と
歩
を
進
め
る
。
第

１
世
代
が
、
機
械
論
的
、
因
果
論
的
、
決
定
論
的
な
シ
ス
テ
ム
と
す
れ

ば
、
第
２
世
代
は
、
不
確
定
な
要
素
や
偶
然
性
、
不
連
続
な
展
開
の
局

面
を
含
み
な
が
ら
、「
お
の
ず
と
進
行
す
る
自
己
組
織
的
な
生
成
プ
ロ

セ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」2
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
自
己
組
織
化
の「
閉
じ
た
」系
で
は
、
自
己
組
織
化
そ
れ
自
体
に
論
理

的
不
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
自
己
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
自
己
」「
自
己
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
自
己
」の
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
開
放
系
の
シ
ス
テ
ム

が
志
向
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
外
部
の「
ノ
イ
ズ
」が
秩
序
形
成
に
果
た
す

役
割
に
注
目
す
る
理
論
が
提
示
さ
れ
た
。

　
１
９
８
０
年
代
に
入
る
と
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ナ
と
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
バ
レ
ー
ラ
が
、
自
己
言
及
・
自
己
創
出
の
閉
じ
た
系
を
、

第
１
世
代
　
古
典
的
シ
ス
テ
ム
論

機
械
論
的
、
因
果
論
的
、
決
定
論
的

（
閉
鎖
系
―
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
制
御
）　
　
　
　

　
　
　
　
　

第
２
世
代
　
自
己
組
織
化
と
創
発
の
シ
ス
テ
ム
論
　

目
的
論
的
、
揺
ら
ぎ
、
偶
然
性
、
不
連
続
性

（
開
放
系
―
ノ
イ
ズ
に
よ
る
秩
序
形
成
）

第
３
世
代
　
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス（
自
己
創
出
）の

　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
論

自
己
言
及
、
反
省（
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

（
環
境
の
中
の
閉
鎖
系
―
境
界
の
自
己
決
定
）
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積
極
的
に
捉
え
直
し
た「
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス（
自
己
創
出
）」3
と
い

う
概
念
を
提
唱
、
第
３
世
代
の
シ
ス
テ
ム
論
が
展
開
さ
れ
る
。
オ
ー
ト

ポ
イ
エ
ー
シ
ス
で
は
、
自
己
組
織
化
を
超
え
て
さ
ら
に
自
己
言
及（self-

reference

）や
反
省（reflection

）の
過
程
が
見
ら
れ
、「
生
成
プ
ロ
セ
ス

が
生
成
プ
ロ
セ
ス
の
連
鎖
の
ど
こ
か
に
回
帰
し
て
、
自
動
継
続
す
る
局

面
」4
が
表
れ
る
。

オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
―
―
第
３
世
代
の
シ
ス
テ
ム
思
想

　
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
に
つ
い
て
、
こ
の
限
ら
れ
た
誌
面
で
詳
細
に

解
説
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
本
冊
子
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
１
人
で
あ

り
、
第
３
世
代
の
シ
ス
テ
ム
論
に
詳
し
い
河
本
英
夫
氏
が
、
オ
ー
ト
ポ

イ
エ
ー
シ
ス
の
技
術
的
要
件
を
次
の
よ
う
に
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
要
件
5

１
　
生
成
プ
ロ
セ
ス
が
次
の
生
成
プ
ロ
セ
ス
の
開
始
条
件
と
な
る
。
こ

　
　
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
の
要
素
の
集
合
が
決
ま
る

２
　
要
素
は
一
定
期
間
内
で
消
滅
し
、
別
の
要
素
が
産
出
さ
れ
る

３
　
要
素
が
次
々
と
入
れ
替
わ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
要
素
間
の
関
係

　
　
の
定
状
性
、
つ
ま
り
構
造
が
形
成
さ
れ
る

４
　
し
か
も
時
と
し
て
、
こ
う
し
た
構
造
は
作
動
を
通
じ
て
全
面
的
に

　
　
組
み
替
え
ら
れ
る

以
上
が
表
現
で
き
れ
ば
、
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
関
数
に
近
づ
い
て

く
る

　
は
じ
め
は
、
生
命
や
自
然
の
メ
タ
フ
ァ
ー（
隠
喩
）と
し
て
登
場
し
た

オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
だ
が
、
そ
の
後
、
社
会
科
学
や
精
神
病
理
学
の

よ
う
な
分
野
で
も
応
用
発
展
し
て
き
た
。

　
特
に
、
精
神
病
理
学
、
あ
る
い
は
発
達
障
害
の
よ
う
な
分
野
で
、
オ
ー

ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
理
論
が
応
用
発
展
し
て
い
る
の
は
、
以
上
の
要
件
に

よ
く
当
て
は
ま
る
臨
床
事
例
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
サ

ヴ
ァ
ン
症
候
群
と
い
う
、
知
的
障
害
や
自
閉
性
障
害
を
持
っ
て
い
な
が

ら
、
あ
る
特
定
の
こ
と
が
ら
に
常
軌
を
逸
し
た
記
憶
力
を
発
揮
す
る

人
た
ち
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
胎
児
の
時
に
脳

に
損
傷
を
受
け
、
そ
れ
を
修
復
し
よ
う
と
す
る
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

自
己
生
成
が
起
き
た
結
果
、
天
才
的
な
能
力
を
発
揮
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
生
成
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
見
方
が
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
近
年
で
は
、
認
知
症
発
症
者
の
一
部
に
、
サ
ヴ
ァ
ン
に
似
た

症
状
が
突
然
現
れ
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
す
べ
て

の
人
の
脳
に
、
天
才
的
な
才
能
を
発
揮
し
う
る
神
経
可
塑
性
の
可
能
性

が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
6
。
河
本
氏
は
、
サ
ヴ
ァ
ン
の
人
た

ち
の
、
こ
の
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
的
な
機
構
を
持
っ
た
神
経
ネ
ッ
ト
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ワ
ー
ク
の
形
成
を
、「
新
し
い
変
数
が
一
気
に
獲
得
さ
れ
る
よ
う
な
創

発
の
機
構
」7
と
呼
ん
で
い
る
。

　
ま
た
社
会
学
の
分
野
で
は
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ル
ー
マ
ン
が
オ
ー
ト
ポ
イ

エ
ー
シ
ス
に
も
と
づ
く
独
自
の
社
会
シ
ス
テ
ム
理
論
を
展
開
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
公
共
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ（
特
に
Ｅ
Ｕ
）に
お
い
て
は
、「
価
値
の
異
な
る
多
様
な

利
害
主
体
間
の
対
話（
マ
ル
チ
・
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
）に
も
と
づ
く
、
公
正
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」と
い
う
壮
大
な
理

念
が
追
究
さ
れ
て
い
る
。
ル
ー
マ
ン
の
社
会
シ
ス
テ
ム
理
論
は
、
い
わ

ば
、
こ
れ
を
支
え
る
思
想
的
基
盤
の
提
供
を
目
指
し
た
も
の
だ
。
そ
こ

で
は
、
政
府
、
多
国
籍
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
は
じ
め
、
様
々
な
レ
ベ
ル
の

多
様
な
行
為
の
主
体（
ア
ク
タ
ー
）が
、
環
境（
他
者
）と
の
対
話
と
相
互

作
用
、
対
立
と
調
整
を
繰
り
返
し
、
反
省
的
で
自
己
言
及
的
な
行
為
を

取
り
つ
つ
、
自
己
の
境
界（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）を
見
失
う
こ
と
な
く

絶
え
ざ
る
自
己
創
出
を
続
け
る
、
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
テ
ィ
ク
な
社
会
シ
ス

テ
ム
の
形
成
が
目
指
さ
れ
て
い
る（
こ
の
図
式
は
そ
の
ま
ま
、
今
日
の

科
学
技
術
や
社
会
が
追
究
す
る
、
絶
え
ざ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の

シ
ス
テ
ム
に
も
当
て
は
ま
る
）。

　
浅
田
彰
氏（
京
都
造
形
芸
術
大
学
大
学
院
長
、
前
・
京
都
大
学
経
済

研
究
所
准
教
授
）は
、
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
理
論
の
創
始
者
で
あ
る

マ
ト
ゥ
ラ
ー
ナ
と
バ
レ
ー
ラ
の
共
著
書『
知
恵
の
樹
』の
序
文
で
、
次
の

よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　《（
自
己
創
出
や
自
己
言
及
を
め
ぐ
る
厳
密
な
）論
理
的
作
業
の
背
後

に
、
生
命
に
対
す
る
し
な
や
か
な
感
性
、
生
物
を
制
御
対
象
で
は
な
く

自
律
的
主
体
と
し
て
み
る
柔
軟
な
眼
差
し
が
あ
る
》

　《
こ
の
本
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
ぼ
く
た
ち
は
自
分
た
ち
の
社
会
や

文
化
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
異

質
な
も
の
た
ち
が
、
互
い
に
自
律
性
を
保
ち
な
が
ら
共
ー
存
し
、
相
呼

応
し
て
共
ー
進
化
し
て
い
く
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
そ
の
ま
ま
社
会

的
・
文
化
的
な
次
元
に
あ
て
は
め
る
に
は
や
や
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
過
ぎ
る
と
し
て
も
、
や
は
り
示
唆
に
富
む
も
の
と
言
え
る
》8

３

ポ
イ
エ
ー
シ
ス
と
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
提
起
し
た
人
間
の
三
大
営
為

の
一
つ
で
、
制
作
と
か
創
出
と
い
っ
た
意
味
。
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス

は
、
文
字
通
り
オ
ー
ト
＋
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
で
、
通
常「
自
己
創
出
」な
ど

と
訳
さ
れ
る
。
行
為
の
中
で
自
己
を
変
化
さ
せ
つ
つ
、
し
か
し
絶
え
ず

自
己
同
一
化
し
続
け
る
こ
と
。
新
奇
性
、
外
部
性
を
ど
ん
欲
に
取
り
入

れ
て
も
な
お
、
自
己
が
壊
れ
ず
、
自
己
の
境
界
を
屹
立
さ
せ
続
け
ら
れ

る
こ
と
。

４

前
掲（
注
２
）に
同
じ

５

前
掲
書（
注
２
）第
２
章
、
33
ペ
ー
ジ

６

Ｄ
・
Ａ
・
ト
レ
ッ
フ
ァ
ー
ト
／
Ｇ
・
Ｌ
・ 

ウ
ォ
レ
ス「
右
脳
の
天
才
　
サ

ヴ
ァ
ン
症
候
群
の
謎
」『
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
　
02
年
９
月
号
』

７

前
掲
書（
注
２
）第
３
章
、
69
ペ
ー
ジ

８

浅
田
彰「
序
文
―
知
恵
の
環
」、
マ
ト
ゥ
ラ
ー
ナ
、
バ
レ
ー
ラ『
知
恵
の
樹

／
生
き
て
い
る
世
界
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
る
の
か
』（
河
本
英
夫

訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
１
９
９
７
）所
収
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　「
生
物
を
制
御
対
象
で
は
な
く
自
律
的
主
体
と
し
て
み
る
柔
軟
な
眼

差
し
」「
異
質
な
も
の
た
ち
が
、
互
い
に
自
律
性
を
保
ち
な
が
ら
共
ー
存

し
、
相
呼
応
し
て
共
ー
進
化
し
て
い
く
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」が
、
第

３
世
代
の
シ
ス
テ
ム
論
と
い
わ
れ
る
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
の
真
髄
を

的
確
に
言
い
表
し
て
い
る
。

「
セ
カ
ン
ド
・
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」あ
る
い
は

「
ポ
ス
ト
・
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」の
新
潮
流

　
シ
ス
テ
ム
論
の
進
化
の
系
譜
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
源
流
を
辿
っ
て
、
１
９
４
０
年
代
の
ウ
ィ
ー

ナ
ー
と
ロ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
ー
ト
の
自
動
制
御
機
械
の
研
究
を
振
り
返
る

と
、「
古
い
機
械
論
だ
け
で
は
不
十
分
、
目
的
論
的
機
構（
＝
あ
る
目
的

ま
た
は
秩
序
を
も
っ
て
動
作
す
る
機
構
）が
必
要
」と
い
う
こ
と
が
、

は
っ
き
り
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
理
論
は
、
機
械
の
シ
ス
テ
ム
だ

け
で
は
な
く
、
人
間
、
生
物
、
生
命
、
自
然
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
に
も
適

用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
お
り
、
不
連
続
で
非
線
形
な

も
の
を
含
み
込
も
う
と
す
る
射
程
が
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ナ
ー
ら
は
、
人

間
や
組
織
や
社
会
が
見
せ
る
よ
う
な
、
自
然
な
振
る
舞
い
を
実
現
で
き

る
機
械
の
設
計
を
夢
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
9 

10

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
基
本
思
想
は
、
特
定
の

シ
ス
テ
ム
論
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
サ
イ
バ

ネ
テ
ィ
ク
ス
は
、
む
し
ろ
シ
ス
テ
ム
論
の
進
化
段
階
を
通
底
し
て
存
在

し
、
共
に
進
化
し
て
い
く
こ
と
を
志
向
す
る
概
念
だ
と
い
え
る
。

　
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
に
は
そ
も
そ
も
３
つ
の
源
流
が
あ
る
。
サ
イ
バ

ネ
テ
ィ
ク
ス
と
い
う
と
、
そ
の
啓
発
普
及
に
尽
力
し
た
ウ
ィ
ー
ナ
ー
の

存
在
が
あ
ま
り
に
有
名
す
ぎ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ナ
ー
は
そ
の
源
流
の
１

つ
、
自
動
制
御
系
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
を
主
導

し
た
。
ほ
か
の
２
つ
の
源
流
と
は
、
計
算
機
科
学
と
人
工
知
能
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
、
そ
し
て
脳
と

神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
理
解
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ウ
ォ
レ
ン
・
マ
カ

ロ
ッ
ク
の
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
で
あ
る
。

　
こ
の
中
で
、
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は
、
認
識
論
の
領

域
に
踏
み
込
む
こ
と
で
、
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
理
論
の
ベ
ー
ス
を
準

備
し
た
と
い
え
る
。
マ
カ
ロ
ッ
ク
は
、
１
９
７
０
年
代
に
入
っ
て
、

「
観
察
者
も
ま
た
、
観
察
さ
れ
る
べ
き
系
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
す
る
、「
セ
カ
ン
ド
・
オ
ー
ダ
ー
・
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」の
理

論
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
事
実
と
は
客
観
的
絶
対
的
な
も
の
で
は
な

く
、
観
察
者
に
よ
っ
て
“構
成
さ
れ
る
”
も
の
だ
と
す
る「
構
成
主
義

（constructivism
）」の
立
場
を
打
ち
立
て
る
。

　
こ
の
マ
カ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
、
構
成
主
義
的
サ
イ
バ
ネ
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テ
ィ
ク
ス
の
土
壌
の
上
で
、
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
は
創
成
さ
れ
た
と

い
え
る
。
さ
ら
に
は
、
組
織
学
習
論（organizational learning

）や
自

律
組
織
論
と
い
っ
た
、
経
営
学
と
の
融
合
分
野
も
、
こ
の
同
じ
土
壌
の

上
で
発
展
し
て
い
く
。
組
織
学
習
論
は
、
ク
リ
ス
・
ア
ー
ジ
リ
ス
、
ド

ナ
ル
ド
・
シ
ョ
ー
ン
、
ピ
ー
タ
ー
・
セ
ン
ゲ
、
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ッ
ト
ナ

ム
、
野
中
郁
次
郎
と
い
っ
た
、
一
般
に
も
よ
く
名
の
知
ら
れ
た
、
経
営

学
や
社
会
学
の
華
々
し
い
顔
ぶ
れ
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。

一
方
、
自
律
組
織
論（
と
い
う
正
式
名
称
は
な
い
が
）は
、
ラ
ッ
セ
ル
・

ア
コ
フ
の
循
環
的
組
織
概
念（
究
極
的
権
威
の
不
在
、
参
加
と
自
律
的

意
思
決
定
）を
皮
切
り
に
、
フ
ラ
ッ
ト
型
組
織
論
、
民
主
的
組
織
論
、

分
散
型
組
織
論
か
ら
、
近
年
の
リ
ー
ダ
ー
の
い
な
い
自
律
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
論
な
ど
ま
で
、
広
く
大
衆
化
さ
れ
た
実
践
理
論
へ
と
応
用
発
展

し
て
き
た
11
。
先
述
し
た
精
神
病
理
学
や
知
覚
障
害
の
分
野
で
は
、

オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
理
論
と
の
関
連
を
は
っ
き
り
う
た
っ
た
展
開
が

み
ら
れ
る
が
、
経
営
学
や
社
会
学
の
領
域
で
は
、
原
理
論
よ
り
も
実
用

や
実
践
を
重
視
す
る
立
場
ゆ
え
に
、
明
示
的
に
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス

の
応
用
を
表
明
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、「
反
省
」や「
自
己
言
及
」と
い
っ
た
共
通
概
念
は
、
い
ま
や
じ
つ
に

様
々
な
領
域
に
通
底
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
多
様
な
分
野
領
域
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
る
、
第
３
世
代

シ
ス
テ
ム
思
想
の
新
し
い
潮
流
は
、
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク

ス
か
ら
の
発
展
と
い
う
観
点
に
も
と
づ
い
て
、「
セ
カ
ン
ド
・
サ
イ
バ

ネ
テ
ィ
ク
ス
」あ
る
い
は「
ポ
ス
ト
・
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。

本
冊
子
の
構
成

　
以
上
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
思
想
の
流
れ
を
見
据
え
つ
つ
、
本
冊
子
で

取
り
扱
う
応
用
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
３
人
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
方
に
ト

ピ
ッ
ク
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
全
体
構
成
は
、
パ
ー
ト
１ 

「
情
報
・

組
織
・
学
習
」（
１
〜
２
章
）と
、
パ
ー
ト
２ 

「
身
体
・
感
覚
・
感
動
」（
３

〜
５
章
）の
２
パ
ー
ト
か
ら
な
る
。

　
メ
イ
ン
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
河
本
英
夫
氏（
東
洋
大
学
教
授
）は
、
シ

ス
テ
ム
思
想
、
科
学
技
術
思
想
を
専
門
と
す
る
哲
学
者
で
あ
る
。
な
か

で
も
、
第
３
世
代
の
シ
ス
テ
ム
論
と
い
わ
れ
る
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス

に
つ
い
て
は
、
国
内（
あ
る
い
は
世
界
で
も
）随
一
の
論
客
で
あ
る
。

９

ノ
ー
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ナ
ー『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
は
い
か
に
し
て
生

ま
れ
た
か
』（
鎭
目
恭
夫
訳
、
み
す
ず
書
房
、
２
０
０
２
）

10

Ｓ
・
Ａ
・
ア
ン
プ
ル
ビ
ー
、
Ｅ
・
Ｂ
・
デ
ン
ト「
シ
ス
テ
ム
論
お
よ
び
サ

イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
諸
伝
統
の
起
源
と
目
的
」、
石
川
昭
他
編『
サ
イ
バ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
／
知
の
閉
塞
性
か
ら
の
脱
却
』（
工
業
調
査

会
、
１
９
９
９
）所
収

11

前
掲
論
文（
注
10
）参
照



12

第
３
世
代
の
シ
ス
テ
ム
論
が
、
机
上
の
哲
学
的
思
想
を
超
え
て
、
ど
の

よ
う
に
社
会
や
技
術
の
実
践
に
適
用
し
う
る
の
か
に
つ
い
て
、
河
本
氏

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
柱
と
し
な
が
ら
論
考
を
深
め
る
。

　
ま
ず
第
１
章
で
、「
情
報
」と「
組
織
」と
い
う
切
り
口
か
ら
、
人
間
が

そ
の
可
能
性
と
創
造
性
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
発

想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
お
聞
き
し
た
。

　
後
半
の
第
４
章
で
は
、
触
覚
的
セ
ン
ス
の
重
要
性
を
、
製
品
開
発
や

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
な
ど
と
結
び
つ
け
な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
第
５
章
で
は
、
河
本
氏
の
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
研
究
の
実
践

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
、
認
知
運
動
療
法
の
事
例
を
中
心
に
、
脳
と
神
経

系
の
形
成（
再
生
）に
お
け
る
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
理
論
に
つ
い
て
お

聞
き
す
る
。
こ
れ
を
自
己
の
能
力
の
向
上
と
い
う
一
般
論
に
敷
衍
し
、

松
井
秀
喜
や
イ
チ
ロ
ー
の
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
人
間
が
も
て
る
知

性
と
感
性
を
究
極
ま
で
研
ぎ
澄
ま
せ
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
言
及
し

て
い
た
だ
い
た
。

　
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
や
シ
ス
テ
ム
論
の
、
よ
り
原
理
的
な
話
、
よ

り
直
接
的
な
関
わ
り
を
持
つ
領
域
の
話
を
、
河
本
氏
に
展
開
し
て
い
た

だ
く
一
方
で
、
新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
形
成
を
志
向
す
る
諸
領
域
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
を
探
る
た
め
に
、
さ
ら
に
２
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
領
域
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
２
人
の
識
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　
第
２
章
で
は
、
認
知
科
学
・
教
育
工
学
の
専
門
家
で
あ
る
美
馬
の
ゆ

り
氏（
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
教
授
）に
、
学
び
の
共
同
体
の
未
来
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
た
。
自
ら
そ
の
基
本
構
想
・
設
計
・
運
営
に
ま
で

一
貫
し
て
関
与
し
て
き
た
、
は
こ
だ
て
未
来
大
学
に
お
け
る
実
践
事
例

を
め
ぐ
っ
て
お
話
を
伺
っ
た
。

　
第
３
章
で
は
、
日
本
で「
感
性
科
学
」と
い
う
領
域
の
創
成
を
主
導
さ

れ
て
き
た
、
原
田
昭
氏（
札
幌
市
立
大
学
学
長
、
前
・
筑
波
大
学
教
授
）

に
、
感
性
を
科
学
す
る
こ
と
の
意
味
と
意
義
、
そ
の
方
法
論
な
ど
に
つ

い
て
伺
っ
た
。
感
性
科
学
が
、
ど
の
よ
う
に
人
々
の
生
活
や
価
値
に
貢

献
し
、
ひ
い
て
は
新
し
い
産
業
を
興
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
、
最
近

流
行
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る「
創
造
的
産
業
群（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
）」な
ど
の
研
究
動
向
と
関
連
づ
け
な
が
ら
コ
メ
ン
ト

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の
実
践
事
例
と
し
て
、
札
幌
市
円
山
動
物

園
の
ユ
ニ
ー
ク
な
再
生
計
画
に
も
言
及
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
当
初
ま
っ
た
く
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
奇
し
く
も
３
人

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
か
ら
の
発
言
に
は
、
相
互
に
重
複
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
、
概
念
、
ト
ピ
ッ
ク
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
多
数
見
ら
れ
た
。
三
者
共
通

の
問
題
意
識
と
し
て
み
ら
れ
た
の
は
、
や
は
り
人
間
の「
創
造
性
」や

「
自
己
表
現
」の
能
力
の
開
発
と
発
揮
を
支
援
し
う
る
、
新
し
い
社
会
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
だ
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
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ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
製
品
開
発
に
お
け
る「
感
性
」「
感
動
」の

重
要
性
は
、
原
田
氏
、
河
本
氏
が
、
と
も
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
原
田

氏
は
デ
ザ
イ
ン
論
の
側
か
ら
、
河
本
氏
は
人
間
の
知
性
と
身
体
性
を
め

ぐ
る
哲
学
の
側
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
ア
イ
デ
ア
に
行
き
着
い
て
い
る

の
は
興
味
深
い
。

　
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
言
わ
れ
て
き
た「
物
質

的
な
豊
か
さ
か
ら
こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
へ
」と
い
う
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
チ
ェ

ン
ジ
に
呼
応
す
る
第
３
世
代
の
シ
ス
テ
ム
論
が
、
よ
う
や
く
本
格
的
に

共
通
の
議
論
の
遡
上
に
乗
り
始
め
た
こ
と
、
そ
れ
を
同
時
進
行
で
社
会

的
実
用
へ
供
し
よ
う
と
い
う
流
れ
に
あ
る
こ
と
が
、
見
え
て
く
る
。

　
本
冊
子
で
取
り
上
げ
た
ト
ピ
ッ
ク
領
域
は
、
世
の
中
に
数
あ
る
兆
候

の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
が
、
読
者
の
方
々
に
、
本
冊
子
を
通
し
て
そ
う

し
た
創
発
的
な
事
象
を
見
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
今
号

の
や
や
挑
戦
的
な
試
み
は
目
的
を
達
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。




